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For many applications to the fields of measurement on the random 
phenomena， itis advantageous to be able to develop a real stochastic process 
with a finite mean and a bounded second moment in a suitable orthonormal series 
over some finite (or infinite) interval. The statistical properties (i. e.， the 
random property) of a stochastic process are embodied in the expansion coef-
ficients. 
The Fourier-series development due to S. O. Rice and its application to 
normal processes are a particularly important example. These coefficients in the 
Fourier-series development are statistically independent only if the process is 
stationary and normal and if the expansion interval becomes infinite. 
However， itis evident that， for a choice of arbitrary orthonormal func四
tion and arbitrary stochastic process， we cannot expect statistical independence 
of the expansion coefficents. One exception to this general lack of statistical 
independence is observed for the limiting case of a real stationary white noise 
process. 
The focus of this paper is to find out how a different mathematical 
model of white noise process is given through our constructive criticism on S. 
O. Rice's model of white noise in the physical meaning. The above model of 
white noise is formed by using the uniformly almost periodic function as fol-
lows: 
N 
IN(t)=~ Cn cos 27C(fnt+れ )(N→∞)， 
一今
where /(=[/1./2./3，……. f N]) is a vector whose components are linearly 
independent in an N-dimensional Euclidean space and C，/s are nearly equal 
to each other. 
Further， a study of the “mean motion" is introduced in connection with 
the above model of white noise. It seems that the results described in this 
paper are also applicable to the other fields of measurement on random physical 
phenomena. 
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1 緒 論
一般に，定常不規則雑音においては，すでに発表し
たごとく 12)13)，その刻々の変化の流れの中に，たと
え，不規則な振舞の担い手として数多くの粒子を見出
し，各粒子の従う必然的な因果的法則性を捉えても，
との個々の粒子の従う内部的な因果的法則性は，互い
に他の粒子に対しては外部的な偶然性であり， しか
も，乙の偶然性を蝶介として，系金体に関する高次の
必然的な統計的法則性を生み出している。
乙れが，機能的IC不規則動揺をもたらす「担い手」
がいかなる粒子であるかにかかわらず，異なった分野
で，系全体に対する同ーの統計的法則性が見出される
理由であり，更に，一見，偶然に全く支配されたとみ
られる「乱弾雑音」 においてすら，未来への予測可能
な不変特性として，平均値J，「分散...1，…・・，総体的
!Cは 'Gauss分布特性」といったある種の統計的個性
を示す理由でもある。
したがって，このような不規則雑音の数学的 model
をつくるにあたっては，必ず，時間軸上の「経起的
姿」における決定論的な表示に，上に述べた偶然性に
よる(互に他に対しての)相互外在性に基づいて，確
率的幅としての空間内における「並列的側面」を加味
コニ3 
，園、
コユκ(K=2TW)
せねばなるまい。
すなわち，との偶然性!C基づく相互外在性乙そが，
われわれの生活する三次元空間の中に，時の流れとと
もに現実に存在するあらゆる物理的不規則現象白不規
則性の要因であり， この相互外在性による確率的幅
( ，並列的側面..J)乙そが，現象の不規則さの多樺性
を定量的に表現する 1sketchともなるのである。
問題の中心は，決定論的な性格と非決定論的な確率
的性格とをいかに統合するかであり，具体的には，雑
音の数学的 modelとして， 継起的姿におけるどのよ
うな決定論的時間表示(C，どのような並列的確率集合
の幅を，さらに，どのように持ち ζむかにある。
時間的な継起的記述として， Langevinや Fokkor-
Planckの徴分方程式引をとって，不規則な確率的幅
を定数や強1M外力の項にもちこむのも一方法であれ
ば，時間記述として正規直交型展開表示6)8) 11) 16) 
(たとえば， S. O. Rice modelでは Fourier級数表
示5))をとり，各展開係数lζ確率的性格をもち乙むの
も一方法であり，また，時間波形における各時点での
瞬時値に確率的幅9)をもちこんだり，握舞の多様性lこ
対処した多次元空間内の酔歩問題として確率的帽をも
ちとむのも一方法である (Fig.1参照)。
Shan1101tの
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Fig. 1 ShannonのK次元信号空間内における酔歩問題
区間内K.投露して後，最初の時区間内の各時刻にお
いて，並列的な確率集合の幅をもち乙み，数学的に
は，周期 T の Fouier組数表示のもと，各 Fourier
係数が一定の分散値をもって Gauss分布に従う， と
の白色雑音 modelを作り上げた。
すでに指摘したごとく，との分散が定義できるため
には，無限個の標本が必要であり，無限時間での不規
則波形を， 無限個の T 区間に分割した乙とになり，
しかもなお，われわれは，各T区聞の長さを十分大に
するととができる。すなわち，∞=∞十∞十…・・十∞
である。
とのような∞の多様性は，乙れが数値でなく，“今
よりは大きい"といった形でしか認識できぬ状態を示
した記号だからで，不規則さに関する並列的な多様性
の幅は，乙の=の多様性によって定量的に反映されて
いるといっても過言ではない。これが(1)の雑音 model
において， もち乙まれた確率的幅の第一原因でもあ
る。
(2)の雑音 modelでは，各 Fourier展開係数の代り
に，位相角C/'n iζ確率的幅がもちこまれ，中央極限定
盟によって，N→コミコと共ICI(t)が Gauss法則に従
って分布する椋になる。(1)の雑音 modelでは，各要
素IC予め正規分布則がもちこまれるのに対し， (2)の雑
音 modelでは十分なる N個の総和として正規分布則
が漸近的にもち乙まれている。
しかし，雑音 modelにおける確率的幅が，要素三
角波における各振幅hや九のほうにもちこまれよう
と， または，各位相角C/'nのほうにもち乙まれよう
と，何れも，時間的流れにおける継起的姿とは独立
に，同一時点における可能な姿態の多様性として，外
から並列的lζ最初に確率的幅がもち乙まれたのであ
った。
しかいいかに複雑な不規則現象といえども，時の
流れと共に厳IC存在するのであり，したがって，十分
長い時間経過をとるのであれば，不規則現象における
いかに多様な可能的姿態も，実際には時の流れと共に
(事実として)現実化されねばならず，この意味にお
いて，上記の2個の雑音 modelは， 外から非決定論
的な確率集合の幅が独立に付与されたにすぎず，決定
論的と非決定論的の統合といっても，両者になんら有
機的関連をもつものではない。
すなわち，乙の決定論的と非決定論的な2つの全く
相反する性格が，互に独立に併記されているに過ぎぬ
だけであろう O
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すなわち，雑音の数学的 modelにおいて， 土台と
なる決定論的記述形態の時間表示は，いかに複雑な物
理的不規則現象といえども，われわれのとの3次元空
間の中に，時の流れと共lこ!設に存在するこの現実性に
対応するものであり，この時間記述にもちこむ並列的
な確率集合の幅は，乙の物理現象が同一時点で示し得
るあらゆる多様な不規則形態としての可能性に対応す
るものといえよう o
このような見地に立っとき，雑音の数学的 model
が，散射雑音，熱雑音等，種々の電子雑音IC限らず，
一般の自動制御系における外乱， fading，高分子，気
流の乱れ， 地磁気， 黒体幅射， 白色光， Brown運動
等，広範囲の適用範囲をもっ理由を具。体的にうかがう
乙とができる。
本報告では， S. O. Riceの雑音 model5)に対する
批判的摂取を経て， Bohrの意味での一様概周期関数
(u. a. p.関数)による広義の三角多項式表示7)に着
目し，各要素三角波の項数が十分大となる場合におい
て，乙れが白い雑音 modelの形成に役立つ乙とを指
摘した後，特lと，比較を兼ねて，各要素三角波の項数
が，有限か，または十分小さい場合における平均運動
をあわせ論じた。
s. o. Riceの雑音 modelにおける確率的
幅の導入とこれに対するー批判
2 
S. O. Riceは，白色光や黒体幅射を，不規則分布し
た衝撃波の結果とみる Rayleighや Gouy， とれを多
くの正規分布型振幅分布をもっ独立発振器の結果とみ
る Einstein.Hopf1)， Von Laue，散射雑音電流に関す
る Schottky2)，Nyquist， Goudsmit， Weiss， Schuster 
等の考察方法に示唆を得て，不規則雑音電流 I(t)に
対し，公知のごとく，二つの数学的 model
I(t) =を+土 (ancos学 t+bnsin苧t)"'(1) 
一旬=1
N 
1 (t) = 2:.i Cn cos (~nt +ω 
n=l 
、 、 ， ，
?
? ?• • • ?
を定式化した。ここに，係数 h と bnは，平均値0
の独立な正規分布に従い，Cn • は一定で，位相角仇は
(0.2時間で無作為に分布して，N と T は十分大な
るものとする。
すなわち， S. O. Rice5)は，不規則変動の結果的記
述として， Fig.2のごとし時間軸を一定 T区間毎
に区切り，各T区間での不規則波形を，すべて第 1T
10 
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Fig. 2 Fouriar型周期表示を用いた S.O. Rice による白色雑音 modelの形成。
T 2T 4T 
3 U. A. P.関数による白色雑音 model
への形成
S. O. Riceが定式化した2個の雑音 model:(1)と
(2)においては，各要素三角波は，おのおのの周波数比
を「整数値」にとってきた。 ~2 で指摘した並列的な
確率集合の幅(すなわち姿態の多枝性)が時間的流れ
と共に生成されるのではなくて， (各要素三角法にお
いて)， 時間的継起とは無関保に， 当初から人為的に
確率的幅を導入せねばならなかった担由は，この各:虫
素波における周波数比の「整数」なる点にとそあった
と，思われる。
何となれば，周波数比が整数である1ミ弦波をいかに
多くN個集めてみても，総和の波はやはり純周期間数
波となり，確率的幅を別個に導入することなしには，
白色雑音波が実際にもつ非周期性(すなわち姿態の多
様性〉を反映さすことが7できぬからである。
乙の乙とから，各要素三角波において，初めから確
率的幅を何ら導入する乙となく， しかも，時間経過と
共に，多様な姿態を漸次示して確率的幅が自然に生れ
出るよう，たとえば， 白色雑音 modelとして，次の
ごとく，周波数比 /1:12 :/3:……なる比を「無理
数」にもつ三角多項式をとることがまず考えられょ
っ。
N N 
IN(t) = 2J 1 n(t) = Li Cn cos 2π(んt十九)…・(3)
n=l n=l 
乙の場合，総和である 1N(t)は， 純周期関数すな
わち IN(t十T)=IN(t)ではないが， 任立の整数ε!C.
対し， suP. I IN (t+ T) -IN(t)1 <eを光す Tが無数
一回く，<∞
個(厳密には，相対的に楠密であるという)存在し，
ヨア
上記の関係を近似的に成立させているo しかも，同じ
く澗密だとはいっても，正の「有理数」の全体は可附
番集合をなすのに対し I無理数」の集合は正の有理数
全体より圧倒的に濃度が大であり，周波数比を無理数
にとる時， (3)は， P. &T. Ehrenfestの Iquasiergodic 
似定」に従い，有限時間後にはN次元空聞において，
X1=士C1，X2=土 C2，…… XN=士CNで限られた位相
体積内，任意!C.指定された点の充分近傍を必ず通る乙
とができる。これが， u. a. p.関数を白色雑音の数学
的 model~こ利用する動機でもある。
以上の背景のもとに， 白色雑音の数学的 modelと
して， (3)を採り上げよう。ただし，各振幅九(>0)は
一定c。で， φ= {O1， O2，……， ON} はN次元 Euclid
空間RNにおける任意 vector (点)， / = {ft， 12，… 
…， /N}もやはり RNの vector(点)であり，/は1
次独立な成分ん (n=1，2，……，N)をもつものとす
る。すなわち，有理数円(n=1，2，……，N)をとっ
N 
て，::8αJη=0ならば常に α1=a2=…・・=αN=O
n=l 
を充すような各んをとるのである。
4 白色雑音 model(3)の正規分布特性
前節で定式化した白色雑音に対する数学的 model
(3)の 1(t)が， model但)の各 h におけるような確率
的帽を，当初で各位相角 φ"に人為的に付与しないに
もかかわらず， どのようにして，N→∞と共に，正
規分布特性を示すに到るのであろうか。
われわれは，公知の u.a. p.関数lと関する種々の特
性を，次のごとく知っている3)7)。一般に，周波数比
が「無理数J となる 2個の正弦波の和は u.a. p.関数
で，いくつかの u.a. p.関数の和もまた u.a. p.関数
であり，したがって， (3)の IN(t)は広義の三角多項
式として U.a. p.関数になる。しかも，乙のん(t)が
N→∞と共に一様に 1(t)に収敵するならば，I(t)も
また u.a.p.関数で， mで定義された線形汎関数とし
1 (1' ての平均値M{IN(t)} =lm n~-r JN(t)dtも存在す
T→∞ 2T J-T 
るのである。更に，1(/)が u.a. p.関数で F(l)が
Iの一様連続関数のときは，F{I} (ー ∞くtく∞)も
また u.a. p.関数であり， したがって，M{百円(り}
=1im J -V eMI的 dtが有限な cに対し Iu I豆C
T→∞ 2T J-T 
で一様に存在するo
以上の事実から， (3)の 1N(/) は，分布関数z
~N(l)戸 n\， mE{t; IN(t)三二1，-T-::;t豆T}…仏)2T 
が，収触した漸近分布関数定N(l)をもち，乙れが絶対
連続のときは，当然，確率密度 P(l)(=d'%N(I) Id1) 
をもっ。しかも，乙のとき，漸近分布定(1)は，
M {eiU1}/ (t)} = ~二eiU1d%N (l) ...(5) 
なる特性関数によって一意に定められ， 乙乙i己mE
は， もちろん Borel集合 Eの Lebesgue担iJ度であ
る。
乙のような背景のもとに，各f叫をRNにおける一
次独立な成分とした(3)の IN(t)は，九(1)を各九(t)
の個々の漸近分布関数とし， Kronecker-Weylの定理
を通して，合成のj析近分布関数:
r:;，N(I) =β1(l)本s2(1)本 H ・H ・キβN(I)...・H ・"(6)
をもち，この Fourier-Stie1tjes変換は，
N 
11 J 0(cnU) -・・・・(7)
であたえられる町。ただし， ι(1)は次の分布表示を
とるo
I 0， (1く-Cρ，
1 唱 Isn(1) =イ 1ー 土 arccos =-， (一九三三IζCn)，(8) lπc ~n 
¥ 1， (1)九)。
明らかに，N→∞のとき tI(tり)=エc九旬cos2nπ(fjβt
(1ん怜は一次独立)は一鞍収蝕で， その漸近分布の
Fourier-Stieltjes変換はn]0 (CnU)となる。
n圃 I
Cnがnに無関係なc。値(厳密にらである必要はな
く，各Cn聞に大きな不聞が無ければ十分である)を
示すととから Levyの反転公式と連続定理を用い
て，次のどとし特性関数と 1(/)(=lim 1N(t))の
N→∞ 
j斬近分布密度関数P(1)との関係が導かれる。
11 
eiU1PN(1)dI = ll]o(c叫u)= [/ o (cou) JN， (9)によ
P(I) = lim h ~∞ e-iU1[J o(伊 )JNdu
乙乙lと，
N->-∞ 4瓦 J-∞
= lim三i∞ e-→iμ伊U叫4
N→伺辺πJ-曲
g(U) = -log ] o (CoU)二三O
である。
.........(1~ 
一般に， P.Debyeの rmethod of steepest descent.J 
Kよれば，複素積分表示:
iνLJe一
s刊fれ印(♂仰叫Cの)
吋いて，この積分路 ~L の内，積分値は配的な寄
与を与えるのは，筑 {sf(()}の極小値附近のみであ
り，この傾向は parameterf s Iが大きい程著しい。
。。帥を乙の imethodof steepest descent...Jにより
評価するため， dJoC的/dU=-]1(U)の性質を用い，
g' (U)=J1(CoU)/Jo(coU) = 0 .・.M
の関係から，g(u)の極小値u=o，U1， ~，……が多
く求められる。 しかし， 乙れら数多くの零点の内，
g(u)の値自身を大きくするところでは帥の積分その
ものが小となるため，g (u)の値を小にする U=oの
零点のみを探用し，結局 U=oの近傍が N 大と共
i(.，益々帥の積分に大なる寄与を与えることがわか
る。
u=oの近儲で，零次の Besselの関数は，
Cn2 日
Jo (例 =1一主oU)2+ 生必至ー…~e 4"'-4 64 
...・.M
で近似され o近傍以外のU値は，ほとんど帥の積分
に寄与しない。一方，IN(t)の自己相関関数は，
N 
1[1 (1") =くIN(t)IN(t十τ)>=~ c1l2~ cos 2nfnT 
11=司自晶..・H ・-(1$
C^2 
であたえられるより，N-i.=1[I(o)の関係があり，
乙れと共に，同を帥K代入して，
一 主血世2P(かよi二e-iU1e 2 自由
唱
(1ー く1>)2
~許可e
一 21[1(0了 (<1>=0) 
・・・.(1$
結局，白色雑音 model(3)の IN(t)は，最初に各位
相角九に確率的幅をもちこむ乙となく，N十分大な
12 
るにつれ，平均値0，分散 1J!(0)の Gauss型漸近分
布特性を示すことが明白に証明された。
5 要素波の個数Nが有限なる場合の Mean
Motion 
われわれは，互いに一次独立な成分周波数んをも
っN個の要素技の波動合成(3)が，各九聞に大きな不
同がない時，N 十分大なるにつれ， 白色雑音 model
となり得る乙とを示した。乙の節では，比較のため，
九聞における乙の制限を一般には取り除き，更に，N
が有限な場合の rmean motion.Jを考察しよう。
(3)の表示に対応したN個の波動合成:
N 
R(t)ei27rO(t) =乞九ei21rCfnt十世π) …H ・H ・帥
n=l 
において，成分周波数 ft，12，……， Inを， (3)にお
けると同じ立味で，互に一次独立だとすれば， φ(t)
は，次の表示であたえられた meanmotion μ をも
ち，これは何個かの衛星の「摂動」をうけた星の近日
点軌道問題にも現われ， H. weyl， A， Wintner， P. 
Hartman等によって研究されている7)。
すなわち，
tlim年」 μ=全f点 (c山)
→∞ n=l 
日 rM
%(ω=叫 J仇〕 ifo(Ac川)
(Kluyver分布)
で，N個の要素波の合成波が，t→司で平均的lζfrequ・
encyμをもっと考えることもできるのである。
事実，同の定(cn)は，すでに，K次元空聞にお
ける酔歩問題16)17) 18) R =エrj(各酔歩の長さ
Irjl=Yjは統計的な分布をせず)の解として発表し
た解率分布表示14)15) 
定(R)=R{r(~)}S-l~; (すRY2--1
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??????、
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?
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において，K=2(次元)， S=N -1， R=cn とした
表示そのものであり，したがってんの周波数成分波
以外の (N-l) 個の合成披の振幅が，ん周波数成
分波の振幅値らより小となる確率でもある。同の
1: (cn)は，他方，次のごとく表示することも可能であ
る町。
定(ω=¥1\~......C 抗fN叩j叫 d~ld'2
…一一、:Ecπej21:en
.....deN，・・・・・帥
乙れが，確率の凱格化条件:
N 
2:1:(ω=1 .....(21) 
を充すことも，加)から明白であろうo
N 
(A] C1>:E Cjの場合，
j=2 
一般に， Mの確率分布に対応した確率密度 P(R)= 
d定(R)/dRは，
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S 
であたえられ，R>:E 1'jの時は，
j=l 
j;N N 1J.(bjf)t1→2ν ポ dt=O(b1 > 2: bj) ・日間)
j=l ;=2 
の積分関係を用いて，P(R)=Oとなり，すなわち，
R>:E rjにおいて :t(R)= 1の結果が導かれる。こ
のことは，R(三 IRJ)の最大値が，各酔歩 rjが皆同
一方向p:並んだR=:E 1'j(rj三三 [rj[)の場合であるこ
とから直ちに見出すことともできょう。
上の性質を参照するならば，K=2， S=N-lと
N 
して，c1>乙Cjの時 (Fig.3参照)，同の2番目の
式で， n=112Lいた定(ω が定(C1)=1となり，阻)
に代入して定(cn)切手1)=0，すなわち，以上をまと
めて，
定(cn)=九1(Kroneckerの記法) .・H ・.白品
の結果が導かれる。これをM最初の式に代入して，今
の場合 rmean motion.Jは μ=/1となる。
P(C)=刊誌f
o N z C"- C. Fig. 3 N f;"2-'" 
C1>:ECjの場合!とおける Kluyverの
確率密度分布
一般に，合成波の imean motion.Jμは，N個の各
要素波の内，支配的IC大きな振幅をもっ要素波成分の
周波数そのものに近接する。
(sJ cn=co(yn)の場合
各要素技の振幅が相等しく cn=co(n=1，2，・.…，N)
の場合は，阻)から直ちl己主(cρ=l/Nが得られ，ある
いは，帥の st(cn)!乙関する 2番目の式で，積分関係:
~;似ÀC川ーリ1(J.cn)dJ. = 1 /問。 闘
を適用して，結局 imean motion.Jμは各要素波の
1 N 
周波数の算術平均 :μ=万三lんとなるo
[CJ 3個り要素波からなる合成波 (N=3) の場
合(五体問題)， 
Mにおける Kluyver分布の表示で，たとえば，
定(φω3)=C3~;J山払(ο1記Cωoバρ(οJ.c2)dJ. 等に
~; Jνけ+例J.ベ(b似(似ct)手
I bc¥ 
=--41-一」Asin2ゆdι ! 
/. ， 1¥11¥)0 
.， 
I ν+1 r( ν+-~. lf! ~-l JU¥ 2ノ¥2ノ l、 ， 、， 回目
o (a2く (b-C)2，(b十C)2I 
A = ¥cos-1竺.iC2二戸r-- 2bc 
((b← C)2くa2く(b+C)2)
. 
π ((b-C)2， (b+c)2<a2) 
の積分公式で ν=0とした結果を用い，乙れらを帥最
初の式に代入して，おのおの，次の，-mean motion.Jμ 
を算出することが出来る。
(iJ c1，c2，c3が三角形の三辺を形成する場合，
μ=l.ff1 cos-1旦竺王立ヨ三π<::ι2C3 
r_2ム ι 2_r_2
十f2coS-1三塁-i〓ー
1 
':;1.-31.-1 
ι2ム r_2_r_2) 十 13 ∞S-l土1→ー~_ð_ ~ ':;1.-11.-2 -・ー・・ー(27)
COS-1-'s22+C32-C12+cos-1C32+C12-C22 
2C2C3 ・ 2C3C1
13 
十∞S-1~!:tC22ー C32π
乙C1C2
-・自国
なる乙とから， :E st(Cj) =1の確率規格化条件が導か
れる点には冊立する必要があろう。
6 結 =-E E司
S.O. Riceの白色雑音 modelにおける確率的幅が，
成分要素波における各振幅や，あるいは，各位相角の
ほうにもちこまれようと，何れも， Fourier級数表示
としての時開的継起の決定論的記述形態に，これとは
全く独立に(同一時点における可能な姿態の多様性を
反映すべく)，当初lζ外から並列的l亡もち乙まれた，
まさにその人為な点にこそ批判の目をまず向けた。
しかる後，いかに複雑な不規則現象といえども，時
の流れと共に厳に存在する乙とから，初めから確率的
帽を何ら導入することなく，時間的経過と共に，多様
な盗態をj斬次示して確率的幅が自然に生れ出るよう，
一様概周期間数による白色雑音のー数学的 modelを
与えた。
機能的に白色雑音を，無数に多くの独立発振器から
成り立つとし， model化するのであれば，各発振器の
IHす正弦波の周波数比は，一般に， S.O. Riceのよう
な「整数...J，または「正の有理数」だとみなすよりは，
「無理数J だとみなす方が自然である。何となれば，
何よりまず，整数または正(周技数l己負はない)の有
理数全体は，無理数全体IC比して圧倒的に集合の濃度
が小さく，たまたま，周波数比が整数または有理数と
なる確率は，無理数となる場合に比して極めて小さい
からであり， しかも，このようにして初めて，非決定
論的な確率的性格が，当初に人為的に仮定することな
く，結果として自然に生れ出るからなのである。
しかし， ergodicityと自然に結びつくこの合理性
は，他方においては，必ずしも実際の雑音解析の場に
おける工学的有効性を保証するものではなく，その周
波数 spectrumにおいて，厳密には，あらゆる実数周
波数成分(整数比をなす周波成分全体の濃度は無理数
(iiJ 一成分波の振幅が残る 2成分j皮の振幅の和よ 比をなす成分全体の濃度に比し，むしろ無視できる点
り大となる時は， μは最大振幅をもっ成分波の周波数 に注意)を，洩れなくはもたぬ S.O. Rice雑音表示
そのものとなり [AJの結果と一致する。 の方が， Gauss分布特性の起源、を時間的l乙問うのでな
(iiiJ C1 = c2 = c3の時は，間より μ={fl+fz十 ければ，具体的解析の実際面において，便利だといえ
13} /3となり (BJの結果一致する。 るかもしれない。
上の聞において，三角形の内角の和でπラジアン， 更に，本論文では，この白色雑音 modelにおいて，
すなわち， 各要素波の個数が有限か，または，十分小なる場合の
14 
合成波l乙関する rmean motion-1を，比較検討のため
に併せ論じている。なお，本論文は，電気通信学会
Information専門委員会で発表した報告10)において
も一部触れており，乙乙では，特にその物理的意味IC
力点をおいて補筆詳論したものである。
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